
棚瀬葉蘭君の想い出

堀 一 郎
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柳瀬君の計幸鋸まど,私を驚かせ,嘆かせたこ

とはありません｡この日からまだ 1ヵ月とは測

らない11月14口に,私は彼と東大のrrTlJ会議所

で久々に話 して,元気に別 れたばかりだったか

らです｡長いマレーシア0)調査旅行から帰国 し

た直後だとo)ことで したが, ｢疲れたよ｣とは

去っていたが,いつもと変らぬ血色ujよい顔か

らは,すでにしのびよっていたか も知れぬ死の

影など,感 じよう筈 もなかったのです｡

奥さんからのおたよりでは,棚減君は前跡見

まで宗派関係の講習会で活躍 していたというこ

とです｡同じ宗教学者の岸本英夫さんは,悪性

な癌の発病から奇蹟的な,しか し10年の問の苦

しい死との対決の日々を送ったのに,その岸本

さんの去った 同じ年に,死を みつめる どころ

か,予感さえ,恐らくその直前までなかったろ

う棚瀬君の急死は,残された宗教学者に投げつ

けた運命の皮肉な詰問といったものを感ぜずに

はいられません｡棚瀬君の恩師であった宇野円

空先生も,東大退官後の元 日に,やはり同じよ

うな心臓死作で繁れられました｡文字通 り学問

的に師の遺鉢をついだ彼が,同じ急死を遂げた

ということも,何か周縁めいたことに思われま

す｡
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私が棚瀬 君と知り合ったのは,彼が東大-入

ってきた直後の,たしか昭和 6, 7年頃からと

記憶 しています｡ きのうのこと のようにも思

い,またずいぶん造かな想い出でもあります｡

この当時も彼は血色のよい,元気な,そしてな

かなかうるさい論客で した｡ しか し私が彼と一

番頻繁な交際を持ったのは,お互に大学は出た

けれども,何になるのやら,なれるのやら,お

先貞暗な 一時期から, 終戦 直後までの ことで

す｡

すでに満州事変が勃発 し,哨煙と血のにおい

が次第に立ちこめて くる頃,二人は松谷さんの

やっておられた日本文化協会の研究生として,

毎週 1回の研究会に顔をあわせることになりま

した｡この協会には 故紀平17二美先/生が顧問に,

今の東北大学の石津学長が指導研究員として参

加 しておられました｡ 私は今もあの2･26事件

uj当夜,大雪の車を定例 研究会に,､【1時 日比谷

a)公会常裏にあった協会-出かけ,物々しい周
囲の状況に気をU)まれながら,いろいろH本U)

前途を語り合ったことを見えています｡たしか

その頃,彼はラドクリフ･ブラウンU_)E,普 『ア

ンダマン.iT出現 を逸早 く読破 して,研究発表 し
たことも見えています｡
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私は:生来,多少お1ちょこちょいなところが

あり,また自分o)進むべき方向-の確信も得ら
れぬまま,いろいろと学問上で も適歴を重ねま

したが,棚瀬君は私と違って,宇野先生という

よい伯楽oj下で,どんな状況のfでも自己のペ

ースを決 して変えようとはしませんで した｡彼

は実に終始一貫 して,宗教艮族学に毎念し,｣-し

っ多くuj当時の批判にもめげず,これを深 く掘

り下げて行こうとしたのは,今にして想えば人

したものだったと思います｡そして彼はこの頃

ファーザ- ･シュミットに傾倒 し,文化圏説や

文化史学派の紹介や研究を発表 したことは,皆

さんのよく知られるところです｡これはのちに

『宗教文化史学序説』(青山書院)として昭和23

年に出版されました｡
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現地 に お け る棚瀬博士

同じ頃,今は北海道学芸大学にいる野辺地東

洋君と3人で,月に一度位, 3人の家をまわり

番で,雑談兼研究会をやったことがあります｡

それで何度か棚瀬君C/)家庭を襲ったこともあり

ました.そのとき私が深 く心を打たれたのは,

彼oj机の脇に置かれた大きなカー ド･ボックス

で した｡彼は一つ一つの曳出しに見出しをつけ

て,読破 した多数の書物からの引用カー ドを見

事に整理 して いたからです｡ 『金枝篇』をはじ

め膨大な著述を残したフレイザ-卿は,すぐれ

た助手と,驚 くべく整備されたカー ドシステム

を持った という ことですが, 私は 心中ひそか

に,やがては彼が日本のプレイザ一になるのか

と,一画感歎するとともに,他面ひそかな恐怖

と焦 りを感じたもので した｡このカー ド･ボッ

クスから,彼は大戦か｣｣二度の応召という最悪の

事態の なかで, 昭和16年,『艮族宗教の研究』

(畝傍書房)を, また19年に 『東亜の民族と宗

教』(河出書房)の二著を柏ついで出版するにい

たったのです｡前著の中に入れられた,宗教民

族学の文献目録は,一般と分類項目による68頁

に及ぶもので,彼の努力の並々でなかったこと

を物語っています｡後の著書は,棚瀬君がすで

に中文に出征 したあと,戦塵の中 を原稿を携え

て推殻を重ねたもので した｡この出版には宇野

先生が骨を折られ,私も少 しお手伝い

したので,印象に残るものです｡今い

ろいろ思いもよらぬ文を書かねばなら

ぬので,久々に書架から取出して見返

していますが,所々折ったところ,紙

をはさんだのがすでに黄ばんでいたり

して,私が彼の著書から多くのことを

学んだ ことを 語って います｡ 本の扉

に,彼の筆蹟で ｢中支,壁,第9899部

隊｣と書かれて いるのも感慨 無量で

す｡
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この当時棚瀬君は東亜研究所の所員

で,そこでの研究は纏められて,昭和

17年,同研究所から 『比律賓の民族』として出

版されていました｡ 私は当時こんなす ぐれた研

究者を,こともあろうに中支あたりの看護兵と

して,アミーバ赤痢などの患者の世話をさせて

おく陸軍の不見識さに憤慨 して,この書物を持

って,遠い親戚のさる将官のところへねじ込ん

だことがあります｡この人は私の話をよく諒解

はしてくれましたが,すまなそうな顔をして,

棚瀬さんが将校なら何とでもできるが,実は兵

卒は 名簿さえ 大本営に持っていない状態だか

ら,と結局どうにもならぬことを説明してくれ

ました｡私はなおも即時除隊にすべきだなどと

駄々をこねて,こうしたす ぐれた研究者の意見

こそ,現地で活用すべきだと主張 したので した

が,幸か不幸か,この画策は実を結びませんで

した｡うまくいかなかったことは,しか し,紘

果として 棚瀬君の 命を救った ような ものでし

た｡当時フィリピンの文化工作に挺身していた

京都大学の吉田三郎君は,マニラの市街戦で,

その若い,可能性に富んだ生命を絶ってしまっ

たのです｡ 聞くところに よると, 看護兵なが

ら,理解のある隊長がいて,棚減君は割合自由

な研究や読書の時間も持っていたようで した｡
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長い出征か ら引揚げて きた 棚融君との交渉
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は,またしばらく同じ東京で,彼が京都-,礼

が仙台-と別れ別れになるまでつづきましたo

Lか しこの時は,お互に食べること着ることに

勢一杯で したし,どちらも生活の本拠を失って

しまって振出しに戻ったような暗漕たる状態で

した｡そして彼はこうした中か ら意欲的な研究

を発表していったujです｡先にあげた 『宗教文

化史学序説』もそ0)一つです し.『宗教研究』その
他にこの頃矢つぎ早やにラデ ィンやワッ-の′学

説についての論文や評論を発表 したもU)です｡

彼U)美に五年有余にUjぼる外地で())拘束された

fi:_活にもかかわらず,こうした学侶]U)意欲を絶

えず燃やしつづけて挫折 しなかった,その意志

力には,一度応召はしたが即 Ll帰郷を命ぜ られ

て,内地で右往左往 していた私には,本当に頭

のさがる思いだったし,同時にいつか彼にはコ

ンプレックスを感 じさせられてきたもU)ですo

よい意味でC))ライバルであった棚減君は,と

きどき宰煉なことをいって,人ujJL､肝を寒か ら

しめることもあって,私は自分の領分をはみ出

して,1出欠′芋的な方 面Jjこと宣斗十.'こしたりす/i,

とき,いつも柳瀬君 o)顔が頭に浮んで,まTIあ
い一｣に何かいわれは しないかと,心Lリ奥に一種

a)わだかまりを感 じて もきたもじIjです｡

彼が今,急にいな くなって しまうと,私はあ

る意 味で,何 だか目標を失った,心の張りのな

くなって しまった,空虚さに襲われています｡

私はJIL'L三魂U)存在を信 じませんか ら,被の霊がど
うこうとも,それにどうしようとも考えません

が,棚融11-C/)無言cJ)批 判が,いつ も私山仕事JJ
進みU)上に,反省と鞭董垂の役割を果 して,工上土き
ていたときよりは却って始末のわるい存在に化
したような宝こさえ します.彼が私レ上ヒに及 した

影響や感化は,私())今後U)娃津をついて溢れな

いことで しょう｡彼は私の上にも(i二きていると
いえます｡ 喜友 とは こういう もJ)だった0)か
と,別れて後に一一一･しお身にしむ次第ですO杉浦

君といい柚板持といい,宗教学と艮族学の橋渡

レ三･してきた2人J_)俊才,三夫ったことは,本当

に不幸なことで した｡ (1965.1.22)

東南 アジア研究センター

と棚 瀬 幹 事

本 冊 武

昭和39年12月10H 来再アジrr研 克セン/}一

･バ ンコック連絡事務所で,夕食後拙譲,Ljtp:して

いたとき,岩村所長か ら棚瀬幹事急逝 (′I)旨U_)I,Li
報が はいった｡ まったく帽然たる思いに から

れ,晴謄たる気侍につきおとされたOそC,_)後U)

詳報で狭心症のため同日牛的九時倒れノられたこ

と,宣知 った｡思えば10月は じめ,マレーシアか

ら帰 られた柳瀬 さんと京都U)東南アジア研 究セ
ンター所長室で話 しあったujが,わたしが棚減

さんとあった最後だった｡ これまでU)棚瀬 さん

とuj短いが, しか し深い 交わり定とめどもな

く,つぎつぎ思いだすO

そC/)思い出のうち,棚瀬さん())東南アジア研

究センタ-のためU_)御努力と御 功績J)ほどを ,

ここに書きとめ,哀情レ)しるLとしたい｡

もともと,東南アジア研究センターuj付体と

なったJ)は, 東南アジア研究会 である｡ これ

は,昭 和34jLi壷に,当日.tjl･U⊃J闘uinlli総長U_)御意向

で東 南 アジア研究闇係者が集まり,そ uj協議に

もとづき当時の文学邦臼井二尚教技が申 心にな

って組織され たもめである.ち止うどそU)とき
棚減 さんは竃谷入学教授兼学監から京人 文 ′､封1.･E3

に文化人類学担 当助教授としてまねかれた｡ も

ともと棚減さんは,とくに東南 アジアの艮族を

専門領域 とされていたujで (昭相36年 3月に,
これをテーマとして文学出土Jj/､学位を京大から

授与された), 京大-赴任早 々か ら, 発足 した

ばか りuj東南アジア研究会ul)実際上U)枠事役ノユー

-)とめられた｡ 第---回 L/)研究E'クリ会がLHIJかれたシ_)

こま,34牢9月であっ二r=が,今日まで70回最上 も
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